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リサイクルショップ

第14回大学対抗！ゴミ拾い甲子園in埼玉

　2003 年から活動を継続している「リサイクルショップ」。一人暮ら
しをしていた卒業生から不要になった家具・家電を回収し、委員会
メンバー一同で清掃・整備を行い新入生へ無料配布する活動です。 
　2020 年度はコロナ感染拡大の影響により回収途中で中止になった
ため、配布するまでに至りませんでした。今回、回収した家具・
家電の数は少ないですが、リサイクルショップが再開されるまで
大切に保管しています。

　豪田ヨシオ部主催の「第 14 回 
大学対抗！ゴミ拾い甲子園 in 埼玉
県」に参加しました。本学は 2 名
の参加となりましたが、他大学や
各企業の方と交流を深めると共に、
捨てられた家電やビニールごみ等
を拾い集める事で荒川の生物多様
性保護に貢献できました。

回収依頼先から学生倉庫へ保管

回収日：3/12 ～ 19
回収数：63 点

開催日：10/18
参加人数：40 人

例年回収依頼のある物品
冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ、トースター、炊飯器、ベッド、マットレス、
椅子、ガスコンロ、棚、ハンガーラック、ごみ箱、座椅子、食器棚、机、
テレビ台、カラーボックス、他

豪田ヨシオ部とは：「社会貢献は大人の部活だ」をモットーにインターン生
を中心に企画、運営、情報発信を行う活動です。
URL:https://godabu.jp/report/10151

“安心安全”にゴミ拾いを行うことを宣誓賞状を受取る廣瀬委員長



利根川強化堤防森づくり

F Iフィールド   イノベーション活動WSLCセンター

消火訓練

開催日：10/4　参加者：7名

開催日：12/19　参加人数：25 人

剪定している様子

樹木の現在の様子

アーチェリー場 消火活動訓練

　埼玉県が取り組んでいる「利根川・江戸川強化堤防森づくりボランティア事業」に今年も参加し
ました。この活動は 2014 年から始まり現在に至ります。近隣の自治体やボランティア団体と共に
参加し、堤防強化のために木々を育てています。先輩たちからバトンを受けた私たちは、堤防斜面
（5,000 ㎡）に植樹した 475 本の木々の整備（草刈り・剪定）を行っています。

　「新しい LC センター」の利用方法と SDGs 課題解決を構想するべく、富士通株式会社と本学主催
のリモート WS に参加しました。この WS は、LC センターに関係する教員、職員、そして利用者を代
表する学生数名で行ったもので、LC センターが抱える課題を抽出し、リノベーションを計画するも
のです。手法として、抽象的なイメージから具体的かつ実現性のあるアイデアへ意見交換や新たな
発見・考えを出し合いました。最後には各グループの学生代表者がパワーポイントを用いて発表を
行いました。

開催日：12/16、12/21

　学内のアーチェリー場を
使用し、火災時における初
期消火活動の訓練を毎年実
施しています。この訓練方
法は、専門業者（大塚消火
器（株））から、消火器操法
の基礎動作説明を受け、実
演を見学した後に参加者数
名が訓練を行うものです。

植樹した樹木：コナラ、クヌギ、ケヤキ、シラカシなど

この活動は一般学生も
参加できます。興味の
ある学生は、委員会ま
でご連絡ください！！



編集後記
第21期 学生環境推進委員会 委員長 廣瀬 智基

　この度は、日本工業大学 学生自治会 学生環境推進委員会の活動報告
書をご覧いただき、ありがとうございます。
　2020 年度の委員会は「本学の学生に SDGs について学んでもらう」
を目標に活動を始めました。しかし、世界各国で影響が出ている新型コ
ロナウィルス感染症 (COVID-19) の世界的大流行により計画していた多
くの活動が中止に追い込まれました。
　その影響で新入生を委員会に勧誘する機会を失いましたが、コロナ禍
でも実施可能な委員会活動を見直す良い機会にもなりました。それは、
時間にゆとりが出来たことにより、大人数ではなく少人数で出来る新た
な企画の構想や、人との接触が無くてもできることに取り組んだことで
す。その一つとして、リモートで過去の活動実績を総括し、履歴として
まとめデータ保存をすること。さらに、それらを使用した新入生勧誘用
PPT 活用や、情報発信など、今出来る事を探求しつつ、活動を進めてい
ることです。今後の活動にご期待ください。

副委員長 小玉 隆太郎 会計局長 大木 一輝 庶務局長 市川 雄大 渉外局長 鈴木 聖人 広報局長 平尾 優香


